
ポパイ�

障害者の自立を支援し、明るく豊かな将来を目指す�

名古屋市北区�

障害をもつ人々が通う生活介護事業所『オリーブ』を、西区又穂町と北区中丸
町の2ヶ所で運営。又穂事業所では焼き菓子や生菓子の製造を、中丸事業所
では手芸や内職作業を中心に行う。製造したお菓子や手芸作品は又穂事業所
に併設の店舗のほか、お祭りなどで販売される。また、週に1度は運動の時間も
設けている。そのほか中丸団地の秋祭りを主催し、利用者と地域の人々、他団
体とのつながりをつくっている。現在、就労継続支援B型事業所の開設も準備中。�

障害児をもつ親たちが、子どもたちの将来の行き場をつくろうとの思いで団体を
設立。クッキーの製造・販売や、野菜の販売からスタート。2011年には又穂事業
所を開設し、店舗販売も始めた。障害者の人々が自立し、地域で豊かに生活で
きる社会を目指して活動している。今後は、色々な分野の人 と々利用者が共に
何かをつくる活動を推進する『MO-YA-COプロジェクト』を通して、障害への理
解を広げていきたいという思いをもつ。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員20人�
ボランティア0人�
会員16

構成人員�

募 集 中 ！ �
「又穂事業所の近所の方や近くに来た際は、
ぜひ店舗に立ち寄ってほしい」と同団体。数種
類のクッキーやシュークリーム、プリンなどのお
いしいお菓子や手芸作品などを販売しており、
見るだけでも歓迎。作業の様子を見学すること
も可能だ。また、ネット販売もしている。店舗『オ
リーブ』 TEL: 052-508-8357

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年10月28日�
保健・医療・福祉�
まちづくり、職業能力・雇用機会�

概要�

連絡先�

〒�

052-913-2250 月～金　8:30～17:30�
052-938-5898�
olive@pop-i.info�
http://www.mo-ya-co.info/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

462-0056 名古屋市北区中丸町1-1�
中丸団地第3号棟103



ほほえみ�

障害のある子どもたちの成長を支えるために�

名古屋市昭和区�

児童福祉施設『宙』（そら）を運営。知的障害や発達障害の子どもを対象とした
児童デイサービスや居宅介護サービスを提供している。なかでも下校時刻から夕
方6時頃まで開設している児童デイサービスは、重度の障害をもつ子どもが多く
通所しているのが特徴で、楽しく過ごしながらも社会のルールがゆっくり身に付く
よう工夫。同時に、保護者の支援も行っている。また、継続的な支援を考え、成
人対象の生活介護事業もスタートさせた。�

家庭でも学校でもない「第３の育ちの場」という姿勢で、障害をもつ子どもと関
わっている同団体では、児童福祉だけでなく子どもの将来を見据えた支援にも乗
り出している。そのひとつが、成人対象の生活介護事業。「自分の望む人生が
歩めるよう、少しでも選択肢を広げたい」として、さらにケアホームやグループホー
ムをつくる夢も。「望む生き方ができるよう、広がりのある社会を築きたい」。『宙』
という施設名には、そんな思いが詰まっている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員11人�
ボランティア0人�
会員13

構成人員�

募 集 中 ！ �
随時、児童デイサービスの手伝いをしてくれる
ボランティアを募集。内容は障害のある子ども
たちと一緒に遊んだり、工作の手助けなど。ま
たおやつ作りのサポートをお願いすることも。ボ
ランティアに興味のある人は同団体に問い合
わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年10月15日�
保健・医療・福祉�
社会教育、まちづくり�

概要�

連絡先�

〒�

052-832-3020 月～土　10:00～18:00�
052-832-3020�
npo_hohoemi_sora@yahoo.co.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

466-0838 名古屋市昭和区五軒家町2-2



ホロス健康センター�

いつまでもいきいきと暮らせる体と心づくりを支援する�

名古屋市北区�

皮膚をひっぱるなどの手法で血液や気の流れをよくする「整膚」（せいふ）、ポー
ズをとるだけでなく適切な食事や呼吸法などによって体と心のバランスを整える「ヨ
ガ」、手のひらのツボを刺激することで全身に刺激を与える「手のひら健康法」
の講座を開催。デイサービスや障害者施設でも指導している。『健康指導士養
成講座』では、以上3つの健康法を総合的に学ぶ。『整膚セラピスト養成講座』
では、世界中で活躍する『整膚師』の資格を取得できる。�

体の特定の部位だけでなく、肉体・精神・心・霊性まで人間そのものを診る医学「ホ
リスティック医学」を推進する『ホリスティック医学協会』の役員を務めていた代
表が、座学ばかりでなく体験できる場をつくりたいという思いで団体を設立。すべ
ての人がいきいきと暮らし、100歳を超えても活躍できる健康な体と心づくりを社
会に広げるため活動中。一人ひとりが命を大切にし、自分の健康を自分で守る
意識をもつよう指導に努めている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員5人�
ボランティア50人�
会員187

構成人員�

募 集 中 ！ �
『健康指導士養成講座』の参加者を募集中。「一
家に一人は講座を受講し、家族の健康を守っ
てほしい」と呼びかけている。少子高齢化や生
活習慣病などの問題に直面している現代、「自
分の健康を自分で守ることは医療費や介護費
の削減にもつながる」と同団体。講座の日程
や受講料など、詳しくはホームページを参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年6月1日�
保健・医療・福祉�
社会教育、職業能力・雇用機会�

概要�

連絡先�

〒�

052-981-2846 平日・土　10:00～17:00�
052-981-2588�
npo.horosu@gmail.com�
http://www3.alpha-net.ne.jp/users/horos/horosu1.htm

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

462-0831 名古屋市北区城東町7-152-3



舞夢�

それぞれに輝いて、さまざまな夢が舞う場所を目指して�

名古屋市昭和区�

『障害者サポートセンター 舞夢』を拠点に、ヘルパー派遣事業とエンパワーメン
ト事業に携わる。エンパワーメント事業では、障害者が自らの能力を発見し発揮
する場としてフリースペースを開放。障害者＝社会的弱者という位置づけを取り
払い、障害のある人もない人も一緒に「やりたいこと」を語り合い、「夢に向かっ
てできること」を探す支援をする。また、2ヶ月に1～2度、ティーパーティーやお出
かけ企画イベントを開催している。�

脊髄性進行性筋萎縮症という難病により、寝たきりを余儀なくされている市江代表。
「私は一人では何もできない。だから障害者の気持ちがわかるし、それが私に与
えられた能力だと思う」と語る。エンパワーメント事業は、そんな実感から得た「誰
にでも必ず与えられた能力がある」という信念を形にしたもの。障害のある人に
もない人にも「あなたはそのままで大切な存在」という思いを伝え、障害に囚われず、
やりたいことと向き合える環境づくりを目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員46人�
ボランティア11人�
会員11

構成人員�

近所の小学生が「トイレ貸して！」と駆け込んで
きたり、営業マンが仕事のグチをこぼしていった
りと、障害の有無に関係なくさまざまな人が集ま
る『舞夢』。「みなさんも気軽に遊びにきてください」
と市江代表。『舞夢』の通常の開館日は、火・木・
土曜。「イベント情報や開館日など、詳しい情報
は『舞夢』のブログをご参照ください」とのこと。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2010年12月10日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒�

052-751-7833 平日　11:00～18:00�
052-751-7833�
cil-maimu@nifty.com�
http://ameblo.jp/yumegamau/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

466-0831 名古屋市昭和区花見通1-5�
メゾン川原１FC号�

メ ッ セ ー ジ �



まちかどサポートセンター�

精神に障害を抱えた人に社会参加の場を提供する�

名古屋市港区�

1. 主に精神に障害をもつ人が通う施設『かもめくらぶ』を運営し、障害をもつ人の居
場所を提供している。活動内容は手芸品を中心とした独自商品の制作など。�

2. 障害をもつ人が内職作業を行う事業所『すずめくらぶ』を運営している。作業
内容はタオルの箱詰めや段ボールの組み立て作業など。�

3.その他、ひきこもり・不登校などの悩みを抱える人に対する支援も行っている。
詳しくはホームページを参照。�

団体設立当時、精神に障害をもつ人が日中過ごせる場所が無かった。そのこと
に問題を感じた保健所の職員や家族会が、そういった人たちの居場所をマンショ
ンの一室につくったことが団体の始まりだ。「精神に障害をもつ人の中には、家
の中にひとりで苦しい思いをしていたり、友達がいない人もいる。『かもめくらぶ』
に来ることで、安心感をもってもらえたり、楽しい時間を過ごして笑顔になって
帰ってもらいたい」と団体の職員は言う。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員8人�
ボランティア2人�
会員70

構成人員�

募 集 中 ！ �
1.利用者の話し相手や、内職作業をする横で
手伝いをしてくれるボランティアを募集中。精
神障害について理解のある人の参加を求めて
いる。2.精神や知的障害をもつ人が作業場で
できる内職を随時募集している。障害をもつ人
に仕事をしてほしい企業は、電話で問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2001年3月28日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒455-0036 名古屋市港区浜1-3-16

052-661-0390　平日　9:00～17:00�
052-661-0390�
kamome@y7.dion.ne.jp�
http://www.kamosuzu.npo-jp.net/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



マンモグラフィ検診精度管理中央委員会�

乳がんの死亡率を減らすために�

名古屋市中区�

マンモグラフィー（乳房のX線撮影装置）検診の精度を高め、検診を普及させる
取り組みを全国規模で展開。特に、医師・放射線技師の育成に力を注いでおり、
年間100回近くの講習会を開催。修了時に試験を行い、結果に応じて認定書を
授与する。また、X線撮影装置の評価など、検診実施機関の評価・認定も行う。
そのほか、検診結果に疑問がある場合など、マンモグラム（乳房のX線写真）の
第三者判定を依頼できる相談窓口もある。�

女性がかかる最も多いがんが「乳がん」。しかし、早期に発見すれば90％以上
が治ることから、検診の精度管理を目的に、『日本乳癌検診学会』ほか関連5学
会で設立した。これまで、約3万人の医師・放射線技師が同団体の講習に参加。
そのうち2万人以上に認定書を発行し、検診精度向上に成果を上げている。しか
し検診受診率が20％台と低いことから、今後は一般市民への啓発にも力を入れ、
乳がん死亡者の減少を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員8人�
ボランティア0人�
会員20

構成人員�

募 集 中 ！ �
マンモグラフィー検診の精度に関して、同団体
が評価・認定した医療機関や医師・技師の名
前をホームページ上で公開中。乳がん検診を
受ける際の参考にしてみては。また、ピンクリボ
ン運動など、マンモグラフィー検診を促す啓発活
動にも力を入れており、地域や行政、企業などで
参加できるイベントがあれば、ぜひ情報提供を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年11月26日�
保健・医療・福祉�
国際協力、科学技術�

概要�

連絡先�

〒460-0002 名古屋市中区丸の内2-12-26�
　　　　　  丸の内セントラルビル７F

052-219-8166　平日　9:00～17:00�
052-219-8165�
mmg.office.nagoya@comet.ocn.ne.jp�
http://www.mammography.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



ミーネット�

がん体験者「ピアサポーター」が同じ立場で支える�

名古屋市昭和区�

がんに関する情報提供や交流を通して、患者の誰もが最良の医療を受けられる
よう、以下の活動を行い、がん患者と家族をサポートする。1.がん予防・早期発
見の啓発活動。2.がん種別の『患者の会』開催。3.『がん・ピアサポーター』養成。
4.がん患者の情報収集と交流の拠点『がん相談情報サロン・ピアネット』の運営。
5.がん診療連携拠点病院（10ヶ所）へのピアサポーター派遣。�

2人に1人ががんにかかる時代。最近は、がんの治療法がたくさんあり、治療法の
選択を患者側がするようになったため、患者は悩み、迷うことが多くなった。そこで、
がんを体験した人が同じ患者の立場で相談に乗ろうと、ピア・サポート（同じ立場
で支える）の教育・訓練を受けてピアサポーターとなり、アドバイスしている。ピア
サポーターのひとりは「人のために自分の体験が役立てられる。つらい治療や苦
しい思いが無駄ではなかった」と語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員3人�
ボランティア96人�
会員602

構成人員�

がんとわかり悩む患者が、情報が多い中で不利
益をこうむることのないように、さまざまな支援活
動の場を設けている。ピアサポーターがチーム
を組んで、病院や『がん相談情報サロン・ピア
ネット』で情報を提供したり、相談に乗っている
ので、患者や家族だけで悩まず、気軽に同団体
まで相談を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年2月17日�
保健・医療・福祉�
まちづくり�

概要�

連絡先�

〒466-0032 名古屋市昭和区天神町3‐6�
　　　　　  アーバン佐々木36-5C

052-851-7113　平日　9:30～17:00�
052-851-7114�
me-net@tokai-medi.co.jp�
http://www.tokai-medi.co.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

メ ッ セ ー ジ �



む～ぶ・かみさと�

精神障害者が自分らしく、共に暮らせる社会を目指す�

名古屋市名東区�

精神障害者を対象に次の活動を展開。1.社会福祉制度や生活のしづらさに関
する相談に応じ、相談者と一緒に考え支援する『千種・名東障害者地域生活支
援センター』の運営。2.居場所の提供、創作活動などのプログラム提供を通し、
自分らしく暮らす支援をする『地域活動支援センター かたつむり』の運営。3.就
労支援を目指す『かみさと工房』の運営。かみさと工房では、施設内作業の他、
民間事業者に協力を得て施設外での就労訓練も行う。�

前身は『名東家族会』であり、1997年に精神障害者の作業所『かみさと工房』
を開設したのが活動の始まり。2006年にNPO法人となり、同年に障害者地域
生活支援センターの運営を名古屋市より受託。「地域の相談窓口をどうしても
作りたかった」という佐野理事長の言葉には、地域の精神障害者を支え、障害
の有無に関わらず共に暮らせる社会をつくりたいという思いが込められている。
地域住民への理解啓発にも熱心に取り組み、その実現を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員12人�
ボランティア6人�
会員90

構成人員�

募 集 中 ！ �
精神障害者への理解を広げるために、利用者
と一緒に活動するボランティアを常時募集。活
動内容は、軽作業をしたり、食事づくりを手伝う
など。スポーツ（ソフトバレー、卓球、カーリングなど）
を一緒に楽しむことでもOKとのこと。関心のあ
る人はぜひ参加を。問い合わせ先：地域活動支
援センター『かたつむり』 TEL: 052-739-7492

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年6月30日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒�

050-3720-8033（法人本部）�
水・金 10:00～17:00�
052-739-7492�
himawari@qb3.so-net.ne.jp�
－�

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL

465-0092 名古屋市名東区社台3-109 第九ヤマケンビル2F



メリジャパン�

安心・安全な高度医療の普及を目指して�

名古屋市千種区�

安心・安全な医療を提供できるよう、外科的技術の向上と発展を図る活動を推
し進めている。特に日本では、手術手技の習得トレーニングに献体を用いること
ができないため、法律の改正を求める運動を展開。同時に、市民フォーラムなど
を開催し、「医療技術の発展に献体が必要」という問題提起を広める取り組み
も行っている。また、脳外科から歯科まで、幅広い分野において手術手技の開
発や訓練が行える『サージカルトレーニングセンター』の設立も目指す。�

献体とは、医学・歯学の研究に役立たせるため、自分の遺体を無条件・無報酬
で提供することをいうが、日本の法律では大学の解剖実習でしか使用が許され
ていない。このように、手術の訓練に献体を用いることができないため、外科的
技術の習得が困難となっていることが活動の背景にある。特に、内視鏡や顕微
鏡を用いた先端医療では、より高度な手術手技が求められるため、医療事故防
止と医療技術の発展を目指し、献体に関する問題と取り組んでいる。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア1人�
会員31

構成人員�

募 集 中 ！ �
500円から募金できる『ワンコイン募金』がある
ので、同団体の活動に関心をもった人はぜひ
協力を。募金者にはニュースレターが定期的に
届くほか、優先的に講演会やイベントの申し込
みができる。また、「安全な医療に関心のある
行政、企業、団体と連携したい」として情報を
求めている。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2007年1月19日�
保健・医療・福祉�
科学技術、消費者保護�

概要�

連絡先�

〒464-0821 名古屋市千種区末盛通2-4�
　　　　　  はちや整形外科病院内�

052-751-8197　平日　9:00～17:00�
052-751-8169�
meri_info@hachiya.or.jp�
http://www.merijapan.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



MODS

社会とのつながりが意識できる支援を目指して�

名古屋市千種区�

約190名の会員を有し、知的障がいをもつ児童・成人とその家族を対象とした福
祉事業を運営。福祉相談や余暇支援、生活支援、就労支援など活動は多岐に
渡る。そのひとつ、就労・生活支援センター『L&O.C.S』(エル・アンド・オーシーズ)
では、障がいがあっても地域の中で普通の暮らしが営めるよう、働く場所づくりを
推進。清掃、リネン作業、配食、農業など多彩な事業を展開し、その人の適性に
あった就労支援を行う。�

『MODS』（モッズ）は、「新しい風を取り入れながら個性豊かな仲間たちと協力し、
一つの目標に向かって進んでいく存在でありたい」という願いから設立された。
障がいをもつ人やその家族が、より豊かな地域生活が送れるよう、細やかな支援
サービスの提供を心がけている。その人らしい自立を実現するために、さまざまな
事業を興して一人ひとりにあった就労を支え、同時に社会参加の機会をより充
実させたいという思いをもって活動している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員20人�
ボランティア0人�
会員190

構成人員�

募 集 中 ！ �
就労・生活支援センター『L&O.C.S』では、
利用者と一緒に、清掃・リネン作業・配食・農業�
（野菜の栽培と出荷）などの事業を手がけており、
各事業への業務依頼・相談を受け付けている。
オフィス、ホテル、企業から一般まで、関心のあ
る人は同団体まで問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年6月22日�
保健・医療・福祉�
職業能力・雇用機会�

概要�

連絡先�

〒�

052-784-5711 平日　9:30～18:00�
052-725-7261�
npo-mods@mohs.co.jp�
http://www.mohs.co.jp/index.php?id=56

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

464-0093 名古屋市千種区茶屋坂通2-14


